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○

事例報告会発表を
　　　ふりかえって

宇治徳洲会病院図

　　　　　大久保

□

　私はいつもは、参加して聞く立場でしたが、

第70回研修会の事例報告会で初めて発表させ

ていただく機会を持ちました。そこでは、各

病院図書室へ徳洲会から文献依頼が多いとい

うことで、徳洲会内の文献貸借業務と併せて、

関西地区徳洲会病院医学雑誌目録作成・医学

雑誌分担保存について話をしましたレ

　今回はその後の経過について報告します。

目録完成後、配布を希望された病院図書室

26病院に送りました。想像していたより希望

が多く驚きました。関西地区だけの目録なの

で、どれくらい役立つものかと考えていたか

らです。　しかし、目録送付後、以前より少し

病院図書室の依頼が増え、徳洲会以外にも役

にたっていることがわかりました。また、医

学雑誌分担保存は、各病院共にスペースの問

題があり、残念ながら現在のところ着手でき

ずにいます。今後、スペースが広くなれば、

考えていこうと思っています。以上が現在の

状況です。

　事例報告会で発表したことにより、他の徳

洲会内の文献貸借について知っていただくこ

とができました。また、各徳洲会の文献業務

内容について聞き、当院との違いも知りまし

た。この発表は、私にとって、大変よい経験

となり、改めて相互貸借業務について考えさ

せられる機会となりました。

　医局兼務で、図書室業務はおろそかになり

がちですが、｡これからも研修会・事例報告会

に参加し勉強していきたいと思います。
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参加して

耳原総合病院図書

　　　　成田　元

　　　　　　　　　　　　ＤＣ二二⊃ご　Ｊ

　近畿病院図書室協議会の設立20周年おめで

とうございます。

　運営に携わってこられた役員の皆様には、

改めて敬意を表したいと思います。

　耳原病院図書室は1973年に設けられました。

そして1976年に協議会に加盟後、図書委員会

の設立、図書室のスペースの拡大、パソコン

による雑誌特集テーマの入力・文献検索・相

互貸借業務等々、３名の前任者の努力と、そ

してなによりも協議会の皆様の御指導により、

大きく発展することができました。

　さて、私個人が協議会とお付き合いをはじ

める機会を得だのはこの７月でした。病院に

就職して２年、この５月に図書室担当者とし

て医局事務課に配属された私にとってこの業

務は全くの未知の世界で、うまくやっていけ

るかどうか不安で一杯でした。ちょうどその

頃、第71回の研修会に参加させていただいた

のです。お忙しい中をあのような機会を与え

て下さったうえ、とても丁寧に指導していた

だき、ほんとうに頭が下がる思いでした。そ

して、なんとかやっていけるのではという気

持ちになりました。

　あれから２ヶ月、「目録」を片手に文献依

頼に追われつつも、暇を見つけては「病院図

書室」のバックナンバーを読み、少しでも機

能的な、そして魅力的な図書室を築いていき

たいと考えつづけております。

　未だわからないことが多く、皆様にはご迷

惑を掛けてばかりですが、これからは、少し

でも協議会のお役に立てるよう精一杯奮闘し

てまいりたいと思っています。




